
景観のあるまち景観のあるまち 前編
あなたのまちの景観をつくりませんか？

　６月は「環境月間」です。環境へ

の関心や、環境保全の取り組みに

ついて理解を広めましょう。

●と　き

　６月５日（水） 午後１時30分～３時30分

●ところ

　ウィルあいち（県女性総合センター）

●内　容　　

　・環境保全関係功労者表彰式

　・講演会　ジャーナリスト　

　　田
たはら

原 総
そういちろう

一朗氏

　　「時代を読む-持続可能な社会に向けて」

●定　員　800 名（先着順）

●入場料　無料

●問い合わせ

　県環境部　環境活動推進課

　 ０５２－９５４－６２０８

県民のつどい 於大公園

　於大公園の菖蒲園が見ごろを迎

えます。なだらかな丘陵の中に広が

る菖蒲園は、ほかの菖蒲園とは異

なった趣があります。初夏の空気を

感じながら散策を楽しんでください。

菖
しょうぶ

蒲園が

見ごろです!

バラ園も
見ごろです！

色とりどりのかわ
いいバラが咲いて
います。

　見ごろ情報は、町ホームページ、

於大公園掲示板、電話でも案内し

ています。

●問い合わせ

　このはな館　 ８４－６１６６

8広報ひがしうら 2013.6.1

　今年度から、地域の身近に景観のあるまちを目指して、景観計画の策

定を行っていきます。そこで今回から、景観への関心を少しでも持って

いただけるよう、２回にわたって特集します。

■問い合わせ　都市計画課　内線３３２

ゆとりある
住宅地

　景観という言葉は、「景色・風景」

の「景」と「観る・観られる」の「観」

という２つの文字で構成され、単

に「景色・風景」のように存在して

いるだけというものではなく、人々

によって「観る・観られる」という

意味も込められています。

　人々の「観る」という行為そのも

のであるとともに、地域の特性を

理解し、まちを認識する手掛かり

であると言えます。

　地域の特性を守るために景観を守

るところ、または地域の特性をつく

るところ、それにより「まち」を形成

することが必要です。そのことで地

域に愛着と誇りを持つことができ、

「このまちに長く住み続けたい」、「次

世代に伝え残したい」と思えるまち

づくりにつながります。

景観とは…

歴史情緒
を感じる


